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外国語活動の 目標

|コミュニケーションヘの積

極的な態度 とは、日本語とは

異なる外国語tr音に触れるこ

とによ'、 外国語を注意深く

聞いて相手のlEぃを要角子しよ

うとしたり、他者に対して自

分の思いを伝えることの難 し

さや大切さを実感 したりしな

がら、積極的に自分の思いを

伝えようとする態度などのこ

とです。

外国語を通じて、言語や文化について体験的に理解を深め、積極的にコミュニケーシ

ョンを強ろうとする態度の育成を図り、外国語の音声や暴本的な表現に慣れ親しませな

がら、ヨミュニケーション能力の素地を養う。一 ュ^。ぢ,ユ ハー末と上 とヽ、
外国語活動の目標は、3つの柱からなつて

います。

く柱2>

外国語を通じて、積

極的にコミュニケー

ションを図ろうとす

る態度の育成を図る。

<柱 3>

外国語を通 じて、外

国語 め音声や基本 的

な表現に慣れ親 しませ

る。

< 柱 1 >

外国語を通 じて、言

語 や文化 について体

験的に理解を深める。

く方向性>

外国語活動において、児

童のもつ柔軟な適応力を

生かして、言葉への自党を

促 し、幅広い言語に関する

能力や国際感党の基盤 を

培 うため、国語や我が国の

文化を含めた言語や文化

に対する理解を深めるこ

とが重要です。

く方向性>

コミュ_ケ ーション

能力の素地を育成する

ためには, コミュニク
ーションヘの積極的な

強度を身に付けること

が重要です。

<方 向性>

児童の柔軟な適応カ

を生か して、外国語の

音声や基本的な表現に

蹟れ親 しみ、聞く力な

どを育てることが大切

です。

く留意点>

ジェスチャーなどの言

葉によらないコミュニケ
ーションの手段もヨミュ

ニケーションを図る上で

大切であることから、体

験を通 してさまざまなヨ

ミュニケーションの方法

に触れさせることも大切

く留意点>

中学校段階の文法の

外国語教育を単に前倒

しするのではなく、あ

くまでも、体験的に 「聞

くことJ「言舌, こ`とJ を

通して、音声や表現に

慣れ親 しむこととして

います。

<留 意点>

知識の■によって理解を

深めるのではなく、体験を

通して理解を深ゆることが

大切です。

パタ~ン  プ ラクティス (表現習得のために繰 り返 し

行 う日頭練習)や ダイアローグ (対話)の 晴唱など、音

声や基本的な表現の習得に偏重して指導 したり、「聞くこ

とができることJや 「話すことができることJな どのス

キル向上のみを目標 とした指導が行われた りすること
は,本 来の外国語活動の目標とは合致しません。

-1-



2 外 国語活動の内容

外国語の目標を踏まえ、次のように内容を設定 しています。

( 1 )内 容の構成

○学年ごとに内容を示すのではなく、2年間を通じて達成される内容を示しました。

○目標は3項 目から成り立っているが、内容は、「主としてコミュニケーションに関す

る事項Jと 「主として言語と文化に関する事項」とで構成しています。

積極的にコミュニケーションを図る薬しさとは、外国語活動を通して様々な相手と思いを伝え

合ったり、新たな発見等が得られたりするなどの楽しさを示しています。

〔第5学年及び第6学年〕

1 外 国語を用いて積極的にコミュニケーションを図ることができるよう、次の事

項について指導する。

(I)外 国語を用いてコミュニケーシヨィを図る英しさを体残すること。

(2)積 極的に外国語を聞いたり、話したりすること。

(3)言 語を用いてコミュニケーションを図ることの大切さを知ること。

2 日 本と外国の言語や文化について、体験的に理解を深めることができるよう、

次の事項について指導する。

(1)外 国語の音声やリズムなどに慣れ親しむとともに、日本語との連いを知り、

言葉の面白さや豊かさに気付くこと。

(2)日 本と外国との生活、習慣、行事などの違いを知り、多様なものの見方や考

え方があることに気付くこと。

(3)異 なる文化をもつ人々との交流等を体験し、文化等に対する理解を深める

こと。

コミュニケーションに関する事項

コミュニケーションに関する事項

<指 導内容3>

言語を用いてコミュニ

ケーションを図ることの

大切さを知ること。

く指導内容2>

積極的に外国語を聞い

たり、話したりすること。

<指 導内容 1>

外国語を用いてコミュ

ニケーションを図る楽し

を体験すること。

児童に、普段使い慣れ

ていない外国語を使用さ

せることによって、言語

を用いてコミュニケーシ

ョンを図ることの難しさ

を体験させるとともに、

その大切さも実感させる

ことが重要です。

外国語を初めて学習す

ることを踏まえ、児童に

過度の負担をかけないた

めに、「外国語を聞いた

り、話したりすること」

を主な活動内容に設定し

ています。

兄童が使える外国語を

駆使し、様々な相手と互

いの思いを伝え合い、コ

ミュニケーションを図る

ことの楽 しさを実際に体

験することが大切です。
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く3) 言語や文化に関する事項

言語や文化に関する事項

く指導内害3>

異 な る文化 を もつ

人々との交流等を体験

t、 文化等に対する理解

を深めること。

く指導内害2>

日本と外国との生活、

習慣、行事などの違いを

知り、多様なものの見方

や考え方があることに

気付くこと。

く指導内害 1>

外国語の音声や リズ

ムなどに慣れ親 しむと

ともに、日本語との違い

を知り、言葉の面白さや

に気付くこと。

ネイティブ ス ピーカ
ー (ALTや 留学生等)

や地域に住む外国人な

ど、異なる文化をもつ

人々との交流を通して、

体験的に文化等の理解を

深めることが大切です。

多様な文化の存在を知

り、また、日本の文化と

異文化との比較により、

様々な見方や考え方があ

ることに気付 くととも

に、我が国の文化につい

ても理解を深めせせるこ

とが大切です。

児童の柔軟な適応力を

十分生かし、英語特有の

リズムやイントネーシヨ

ンを体得することによ

り、日本語と英語との音

声の連い、言葉の面白さ

や豊かさに気付かせるこ

とが大切です。

「(言葉の)豊 かさ」とは、例えば、日本語では、相手によって敬語を使うなど表現が違

ぅことや、人称もいろいろあるということなど。

3 指 導計画作成上の留意点

(1)英 語を取り扱うことを原則とすること。

外E=の うち、特に 「英語を取り扱うことを原則とする」とされているのは、現在の

状況では、英語が世界で広くコミュニケーションの手段として用いられている実態や、

中学校における外国語科は英語を履修することが原則とされていることなどを踏まえた

茎つ と韻b嶺警g智書宅蟹辱ご辞努g昏導チβ
童の実態などによつて、英

(2)各 学校において、児童や地域の実態に応じて、学年ごとの目標に適切に定め、

2学 年間を通して外国語活動の目標の実現を図るようにすること。

指導計画の作成に当たっては、2学 年間を通して外国語活動の目標の実現を図るため、

各学校において学年ごとの目標を適切に定めることが必要です。
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第 2の 内容のうち、主として言語や文化に関する2の 内容の指導については、主

としてコミュニケーションに関する1の 内容との開連を図るようにすること。そ

の際、言語や文化については体験的な理解を図ることとし、指導内容が必要以上

に細部にわたったり、形式的になったりしないようにすること。

言語や文化に関する内容を指導する際には、

して、児童が日本語と外国語との違いを知り、

ることが大切です。

外国語を用いたコミュニケーションを通

言葉の面白さや豊かさに気付くようにす

「必要以上に細部にわたったり、形式的になったりしないようにすること」とは、
例えば、単語を複数形にしたり、冠詞を付けたりすることなどを強調したり、知識
として理解させたりすること、また、機械的に単語や語句、文を暗記させたりする
ことなどで、児童の自己表現 したいという気持ちやコミュニケーションを図ること
への興味を失わせることのないように留意して指導する必要があること。

指導内容や活動については、兄童の興味 関 心にあったものとし、国語科、音楽

科、図画工作科などの他教科等で児童が学習したことを活用するなどの工夫によ

り、指導の効果を高めるようにすること。

児童が興味 関 心を示す題材を取り扱い、児童がやってみたいと思うような活動を通

して、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養うことが大切です。また、

広く言語教育として、国語教育をはじめとした学校におけるすべての教育活動と積極的

に結び付けることが大切です。

指導計画の作成や授業の実施については、学級担任の教師又は外国語活動を担当

する教師が行うこととし、授業の実施に当たっては、ネイティプ ス ピーカーの

活用に努めるとともに、地域の実態に応じて、外国語に堪(たん)能 な地域の人々

の協力を得るなど、指導体制を充実すること。

指導計画の作成や授業の全体的なマネジメントについては、学級担任や外国語活動を

専門に担当する教師が中心となって外国語活動を進めることが大切です。また、授業に

おける外国語を用いた具体的な活動の場面では、ネイティブ ,スピーカーや外国語が堪

能な人々とのコミュニケーションを取り入れることで、児童の外国語を使ってコミュニ

ケーションを図ろうとする意欲を一層高めます。

「学級担任Jが 外国語活動にかかわる必要性とは、児童が初めて出会う外国語への
不安を取り除き、新しいものへの挑戦する気持ちや失敗を恐れない雰囲気を作り出す
ためには、指導者に豊かな児童理解と高まり合う学習集団づくりなどが求められるこ
とによるものです。
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音声を取り扱う場合には、CD、 DVDな どの視聴覚教材を積極的に活用するこ

と。その際、使用する視聴覚教材は、児童、学校及び地域の実態を考慮して適切

なものとすること。

外国語の音声やリズムに慣れ親しませる指導に際しては、CD、 DVDな どの視聴覚

教材の積極的な活用も極めて有効です。その際、それらを使う目的を明確にし、児童や

学校及び地域の実態に応じたものを選択することが大切です。

第 1章総則の第 1の 2及 び第3章道徳の第 1に示す道徳教育の目標に基づき、道

徳の時間などとの関連を考慮しながら、第3章道徳の第2に示す内容について、

外国語活動の特質に応じて適切な指導をすること。

外国語を通じて、言語や文化について体験的に理解を深めることは、日本人としての

自覚をもって世界の人々と親善に努めることにつながります。そのためにも、年間指導

計画の作成などに際して、道徳教育の全体計画との関連、指導の内容及び時期等に配慮

し、両者が相互に効果を高め合うようにすることが大切です。

4

( 1 )2学 年間を通して配慮すべき事項

アルファベットについては、第 3学 年の国語において、ローマ字を学習する際に取
り扱われることになっています。

指導内容の取扱いと留意点

ア 外 国語でのコミュニケーションを体験させる際には、児童の発達の段階を考慮した

表現を用い、児童にとって身近なコミュニケーションの場面を設定すること。

外国語を初めて学習する段階であることを踏まえると、外来語など児童が聞いたこと

のある表現や身近な内容を活用し、高学年の児童の発達の段階や興味 関 心にあった身

近なコミユニケ~シ ョンの場面で、外国語でのコミュニケーションを体験させることが

大切です。

イ 外 国語でのコミュニケーションを体験させる際には、音声面を中心とし、アルファ

ベットなどの文字や単語の取扱いについては、児童の学習負担に配慮しつつ、音声に

よるコミュニケーションを補助するものとして用いること。

外国語活動の指導においては、音声によるコミュニケ‐ションを重視し、聞くこと、

話すことを中心とする豊かなコミュニケーションを体験させることが大切です。また、

読むこと及び書くことについては、音声面を中心とした指導を補助する程度の扱いとす

るよう配慮し、聞くこと及び話すこととの関連をもたせた指導をする必要があります。
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ウ 言 葉によらないコミュニケーシヨンの手段もコミュニケーシヨンを支えるもので

あることを踏まえ、ジェスチヤーなどを取り上げ、その役割を理解させるようにする

こと。

外国語を初めて学習する段階における指導においては、ジエスチヤーなどを活用して

表現させるなど、コミュニケーションを図る楽しさを体験させることが大切です。また、

ジェスチャーや表情を比較する中で、日本と外国との違いに気付かせ、多様なものの見

方や考え方があることに気付かせるように配慮する必要があります。

工 外 国語活動を通して、外国語や外国の文化のみならず、国語や我が国の文化につい

ても併せて理解を深めることができるようにすること。

外国語活動を通して、さまざまな国の生活や文化と我が国の生活や文化との共通点や

相逮点に気付くようにするとともに、言語や文化に関心をもち、尊重できる態度を育成

することが大切です。同時に、国語や我が国の文化について理解を深めることができる

ような指導を大切にする必要があります。

言                        を録う習曇督f盲暴所轟津
儀の習慣やひらがな、カタカナ、漢字などの文字、じゃんけんなど、共通点や相連点

に気付かせることです。

オ 外 国語でのコミュニケーションを体験させるに当たり、主として次に示すようなコ

ミュニケーションの場面やコミュニケーションの働きを取り上げるようにすること。

日常の授業において、コミュニケーションの場面の設定や、ヨミュニケーションの勘

きを意識した指導を行うことが大切です。

[コミュニケーションの場面の例]

(7)特 有の表現がよく使われる場面

①あいさつ

例 l  A:He■ o How are you? B:1lln ane,thank yoll

例 2 A:Nlce to ltleet yOu  B:NIce to llleet xx,的o

②自己紹介

例  Hi,Iw llaIIle is Tarc  l hie sushI  I dollit hke stcceェ

③買い物

例 l A:Do you have blue shces? B:Yes,I do/N。 ,I doゴt

例2 A:ヽ 恥at do you wコnt?     B t Banarla,Please

④食事

例  A:対 Lat would ycu lほo? BiV回 は,please

⑤道案内

例  A:Wttre ls the post oSce?B:Go straight Ttt lefL/ightなど。
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(イ)児 童の身近な暮らしにかかわるも面

[コミュニケーションの働きの例]

(7)相 手との関係を円滑にする

①家庭での生活

例  A:ヽ 恥at ttne do ycu get w? B:I ttt up at 6 t10

②学校での学習や活動

例  On Monday21 study」 aPanese,IEath and SClence

③地城の行事

例  晩 どB clean the beach

④子どもの遊び

例 l   Rock,scissors,Papeェ One,bF。,three

例 2 1 can play kelldarnaな ど!

①礼を言う

例 Th‐市レyou

②褒める

例 That B IIght的 od

③丁専表現

例 A  t  W h a t  w o u l d 迎降?  B:Iid雌 leaseな ど。

(イ)気 持ちを伝える

(ウ)事 実を伝える

(工)考 えや意図を伝える

例 1

例 2

I hke baseba■

I wantto be a baseba■

(オ)相 手の行動を促す
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(2)各 学年における配慮事項

O第 5学年における活動

「友連とのかかわり」について 。・・普段、友達に対してあまり間わない内容で

も、外国語活動において、友達とやり取りをすることを通して、友連や自分のよさ
をよりよく再認識することで、他者理解や自尊感晴などを高めていくことにつなが
ります。

外国語を初めて学習することに配慮し、児童に身近で基本的な表現を使いながら、

外国語に慣れ親しむ活動や児童の日常生活や学校生活にかかわる活動を中心に、愛達

とのかかわりを大切にした体験的なコミュニケーション活動を行うようにすること。

第5学 年では、友達や家族、地域、社会とのつながりに焦点を当てた活動を行いま

す。例えば、「あいさつ」、「自己紹介J、「貫物J、「学校生活」、「遊び」、「日常生活J、

「食事」など自分や身近な話題に関してのやり取りを通して 友 達とのかかわりを深

めていくことをねらっています。

O第 6学年における活動

第5学年の学習を基礎として、友達とのかかわりを大切にしながら、児童の日常生

活や学校生活に加え、国際理解にかかわる交流等を含んだ体験的なコミュニケーショ

ン活動を行うようにすること。

第6学年では、第5学年での経験をもとに、友達とのかかわりを大切にしながら、

世界へのつながりや広がりに関する活動へ発展させていくことをねらいとしている。

外国語を用いた交流活動などの体験的なコミュニケーションを通して深めていくこと

で,外 国人とのコミュニケーションを図る楽しさを体得することができるとともに、

中学校外国語科に向けてのコミュニケーション能力の素地をつくることができます。
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5 小 学校外国語活動Q&A

A ア ルファベットなどの文字の指導については、例えば、ア

ルファベットの活字体の大文字及び小文字に触れる段階にと

どめるなど、中学校外国語科の指導とも連携させ、児童に対

して過度の負担を強いることなく指導する必要があります。

Q ア ルファベ

ットの指導で

留意す ること

は何ですか

A 発 音と綴 りとの関係 (いわゆるフォニックス)に ついては、

中学校学習指導要領により中学校段階で取 り扱うものとされ

ていることから、小学校段階では取 り扱う必要はありません。

Q 発 音と綴 り

との関係の指

導を行 う必要

がありますか

A 学 校裁量の時間に外国語活動に準 じた内容を行うことは可

能です。 しかし、子どもの負担になることは避ける必要があ

り、実施する時数や指導計画等について、十分検討すること

が大切です。

Q  第 1学 年及
び第 2学 年 に

おいて、学校裁
量の時間 に外
国語活動 を行
うことは可能
ですか

A 総 合的な学習の時間の目標には、「横断的 ・総合的な学習

や探究的な学習を通すこと」が明確に示されています。また、

内容の取扱いにかかわる配慮事項として 「国際理解に関する

学習を行う際には、問題の解決や探究活動に取り組むことを

通 して、諸外国の生活や文化などを体験したり調査したりす

ることなどの学習活動が行われるようにすること」とされて

います。

このことから、これらに照らして適切な活動であれば、国

際理解に関する学習の一貫として外国語を用いることは間

題ありません。しかし、英会話等に関するスキル習得のみを

目的とした学習活動は、適当とは言えません。

Q 第 3学 年及

び第 4学 年 に

おいて、総合的

な学習の時間

に外 国語活動

を行う場合、留

意す ることは

何ですか

A 外 国語活動で扱った内容や教材の中で適切なものを道徳の

時間に活用することが効果的な場合があります。また、道徳

の時間で取り上げたことに関係ある内容や教材を外国語活動

で扱う場合には、道徳に時間における指導の成果を生かすよ

うに工夫することも考えられます。

Q  外 国語活動
と道徳の時間
との関連 を図
った指導は ど
のように工夫
すればいいで

すか

A 評 価を行うに当たっては、表現の定着やいわゆるスキルの

みの評価にならないように注意する必要があります。

したがって、評価規準は、「～できるJは ふきわしくなく、

「～しようとするJな どの示 し方が適切です。

具体的な評価方法としては、相互評価などがあります。児

童が発表の仕方や日標を自ら設定して、教師、児童同士が評

価することも可能です。

Q  外 国語活動

における評価

について、留意

す ることは何

ですか
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6 年 間指導計画の立案と考え方

(1)年 間指導計画の構成要素

① l年間で児童に付けさせたい力 (目標)

②具体的な指導内容

③主な活動

④評価の観点とその評価方法

※ 年 間の指導計画を立てる際には、上記の構成要素を支えるものとして、教師が小学校

における外国語活動のねらいや趣旨を十分理解していなければなりません。

(2)様 々な年間指導計画とその主棄

小学校における外国語活動は、指導者が児童の発達段階、興味。関心等の実態を把握し、

外国語活動の実施授業時間数や、学習開始年齢等の学習条件を考慮して、年間指導計画を

立て、計画的に、系統的にコミュニケーションを体験させる必要があります。また、年間

指導計画が完成したとしても、児童の発連段階や興味 。関心の変化に応じて、常に指導計

画を見直し、修正を加えていく必要があります。その際、その都度、確かな計画を作成す

ることが重要です。

7 単 元 ・授業の構成方法

(1)単 元構成の基本

1単元が終わったときに、児童がその単元で扱った内容が身についている様子を見る

と、教師として大変うれしいものです。教師は、そのために細かな段階を踏んで、児童

に負担がないように単元を構成することが必要です。その際、次の点に留意が必要です。

① 児 童の興味 関 心とコミュニケーション能力の表地をすり合わせる

単元で扱われる内容は、児童が興味 ,関心をもっていること、してみたいことを考

えて設定します。しかし、児童の好きな活動ばかり設定し外国語活動の目標を無視す

ることはできません。児童の興味 関 心があるものをいかに活動に織り込むかが大切

です。まずは、十分に外国語を関き、活動等を通して体験し、自分の言いたいことを

言葉を選んで発話するという過程を、1単元の中で組んでいく必要があります。

② 児 童の発見や思考を生かす

楽しきだけの活動では、やがて児童は飽きてくるものです。授業には、児童の発見

や思考、そして感動がなければならず、それらを表現する場もなければなりません。

高学年は、知的好奇心も高まり、なぜこのようなことをするのかと理由を求めるよう

になります。何のためにするのか、また、どんな力が付くのか (付いたのか)を 実感

できるような活動を設定することが大切です。
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③ 様 々な種題の活動をパランスよく配列する

主な活動の種類と活動形態を次に挙げます。これらが偏らないように、パランスよ

く単元の中に組み込むことが大切です。

く主な活動の種類>

歌  ・ クイズ  ・ スキツト (寸劇 :P14参 照) ・ チヤンツ (P19参 照)

絵本の読み問かせ ・ スピーチ  ・ ゲ~ム

・ロールプレイ (P14参 照)   作 品作り  等

<主 な活動形態>

・全体活動  ヽ グループ活動  ・ ペア活動  ・ 個別活動  等

(2)単 元構成の方法

① 目 標を決める

児童に身に付けたいことを明確にする。

② 活 動の種類を決める

活動は目標にあったものとし、例えば、聞く活動から口まねをする活動、記憶した

り自分のものにしたりする活動、自分の意思で選んで発話する活動へと、単元全体の

中で流れるように設定する。

③ 活 動形態を決める

どのようなコミュニケーシヨン活動を取り入れると目標に沿うかを考える。

④ 具 体的な表現を決める

コミュニケーション活動で使用する表現を考える。児童にとって難しいと思われる

ものは遊ける。

(3)授 業構成上の留意点

① ]ミ ュニケーション能力の環地を培う

1時間の授業の中でも、スキル向上のためのパターン・プラクテイスやダイアログ

の暗記を中心とせずに、コミュニケーシヨン活動を通して、積極的にコミュニケーシ

ョンを図ろうとする態度の育成を図つたり、言語や文化について、体験的に理解を深

めたりする活動を行う。

② 活 動の流れに注意する

例えば、グームが面白いからといつて、同じゲームを長時間続けたりすると、児童

も飽きて活動意欲は低下します。先に挙げたような様々な活動を、様々な形態でバラ

ンスよく行うことが大切です。

キ密号そ晶旨た言『子岳富]曇ヽ暑占3暑身壽キ母8とi
の文型を覚えます。
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③ 多 様な機器類を積極的に活用する

OD、 DVD、 コンピュータなど様々な機器類を使用することで、児童の興味 ・関

心を喚起することができます。

④ 児 童と教師とが一対―でやり取りする場面を取り入れる

児童にとって未知の外国語を理解するためには、児童が、相手の言葉が分かった、

自分の思いが伝わったという経験をし、自信をもつことが大切です。そこで、あいさ

つなど、簡単なやり取りでもよいので、児童一人一人と教師がやり取りする場面を取

り入れるよう心がけることが大切です。

⑤ 余 韻を残す

1時 間の授業の中で、例えば2～ 4種 類の活動を行うとすれば、どの活動も児童が

もう少しやりたい、続けたいと言う余韻をもった状態で終わらせるとよいです。 1つ

の活動で得た意欲を、次の活動へとうないでいくためです。

(4)授 業の基本的な流れ

外国語活動の授業の基本的な流れは次のとおりです。

① ウ ォーム ア ップ

英語であいさつをし、児童にこれから外国語活動が始まることを意識させます。歌

やチャンツをみんなで行ったり、2～ 3分 で終わる簡単なゲーム活動などをして、緊

張をほぐすとよいでしよう。

② 導 入と展開

ゲームやクイズ、絵本の読み聞かせなどで、取り上げる内容や表現を導入します。

その際には、教節がジェスチャーを使ったり、具体的なものを示したりして、児童の

理解を助けてあげることが大切です。また、既習詰彙 表 現を活用し、常に活動の中

に、身に付けさせたい内容をスパイラルに取り込むことも大切です。

さらに、本時の表現を扱った歌やチャンツで、その表現を繰り返し聞かせたり、日

に出させたりして慣れさせるのもよいです。 1時間の授業の中でも、できれば聞く活

動から、国まねをする活動、記憶し自分のものにする活動、自分の意思で選んで発話

する活動へと段階的に構成するとよいでしょう。

③ ま とめ

本時の授業の中で、何がよかったのか、態度面や表現面について、教師側から児童

に声かけをします。また、児童から本時の振り返りとして、どこがどうよかったのか

などを具体的に発表させたり、書かせたりするとよいです。そして、次の外国語活ZIJ

を楽しみにできるように、余韻を残して終わらせることが大切です。
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8 ゲ ームの効果的な活用
小学校における外国語活動の代表的な活動の 1つ にゲームがあります。ゲームは児童の

学習意欲を高めるだけでなく、発音、語実、表現等に慣れ親 しむための練習の場も提供 し

てくれます。ただし、そのねらいに適切なものが選択されていない場合、単なる競争に終

始 してしまうだけになるので、注意が必要です。ゲームを扱うときの留意点は次のとおり

です。

(1)ゲ ームの目的を明確に

ゲームにも、コミュニケーション活動としての一面が求められます。例えば、外国語

を聞く活動なのか、話す活動なのか、または両方なのか、 ド リル活動なのか、自由会話

なのかなど、具体的な活動目標を明確にする必要があります。これが明確でないと、児

童は意図された目漂に向かわず、単にゲームを素早 く簡単に行う傾向があります。

(2)ゲ ームに必要な表現の吟味

ゲームに必要な表現は、学習対象である表現や内容と一致させておく必要があります。

児童はゲームの中で、それらを自然に練習 します。そのため、ゲームのための表現では

なく、授業の目的 ね らいに沿ったt実 生活に即 した場面や表現が選択されていること

が大切です。

(3)や り取 りの大切さ

ゲームの中でインタビュー活動などが多用されるが、競争的意識が強くなると、コミ

ュニケーションの体験がおろそかになってしまいます。ゲームを行うときは急がず、必

要な文脈では
"Ettutt llleルゃ"Tllank you"等の表現を使わせることを心がけたいもので

す。

(4)ゲ ームのデータベースの作成

目的 領 域等、次のような項目に応 じて、利用可能なゲームのデータベースを校内に

作っておくと便利です。

①目的 :積極的なコミュニケーションの態度の育成なのか、言語や文化についての体験

的な理解なのか、外国語の旨声や基本的な表現に慣れるためなのか。

②形態 :個人 ペ ア グ ループ 全 体か、競争的活動か、協力的活動か、児童を落ち着

かせるものか、活動的で気分を盛り上げるものか。

③内容 :他教科と関連するトピックか、児童の生活に関連するトビックか、使用する表

現及び語実はどれか。

④対象 iどの学年か、児童の実態に合っているか。

⑤必要な設備 :どのような教具、教室の準備が必要か。

(5)具 体的なゲームや活動例

それぞれのゲームは、教節が児童の実態に合わせて改変することで、より意味のある

活動になります。

①聞くことを中心としたゲーム

ア フ ルーツバスケット

「果物カードJを 首から提げ、自分のカードに措かれた果物が言われたら立ち上

がって移動する椅子取リゲーム。学習した表現 (色、形、動物、身の回りのもの等)

でも同様の活動ができます。
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イ 指 差しゲーム                 |   ~      ‐

1句ouch sollethlng red"等の教師の指示に従って、指示されたものを触るゲニム。

ウ ス リー ・ヒント・クイズ

教師が出すヒントをもとに、それが何かを当てるゲーム。

(例)I aIIl black and white l arll ftolll China I IIke bamboo leよves → panda

i Silnon Says (サ イモン セ ズ)

教師が児童にある動作をするよう指示します。動詞の前にSilxloこSaysを つけて指

示した場合のみ児童は言われたとおり動きます。動詞の前に何もつけないときは、

言われた動作をしてはいけません。Sun∝ Sttsを PIeaseに 変えて行うこともでき
ます。

②対話を中心としたゲーム

ア 伝 言ゲーム

聞いた内容を列ごとに伝えていくゲーム。会話形式
"Do you like dogs2 Yes,I

doフ1 oヾ,I dolxt''''恥ヽ at sport do yOu醜 ?-4 11ke―''や'TcHch yol■
r head″と, うヽ指

示を列の一番後ろの児童まで伝えて、最後の児童が回答したり、行動で反応 したり

する。

イ イ ンタビュー ・ビンゴ

学習した内容を利用し、ビンゴゲームにインタビューを加えた活動。インタビュ
ーをした相手の情報をワークシートに記録していく。例えば、

'Do you llke soccer?"

という表現を利用して友だちにインタビューをします。縦横斜めなど―直線 Yesの

答を得られたらビンゴになります。
このゲームの場合、ゲーム終了後のワークシー トに○だけが残るめではな

く、
″
温sN。 'と

答えた友だちの名前をマスロに残しておくことで、他者理解へとつ

ながります。

ウ お おかみさん、今何時? 仰 hatlme islt?)

「達磨さんが転んだJに 似たゲームです。オニ (おおかみ)と 他の児童は、教室
の前と後ろに分かれて立ちます。オこは他の児童に背を向けて立ちます。全員で
'Hrhat tillle is ltr'と

たずねるとオこは■ 0ホ vo o'clcck"というように答え、児童は

言われた歩数だけオニに向かって進みます。
'what tialle is lt?'の

質問にオニ

が
'Dhller tIIEC"と

答えたところで全員一斉に逃げ、オニにつかまった児童が次のオ
こになります。

③その“
ア すとルプレイ

お店屋さん、 レス トラン、病院、電話でのやり取 りなど、ある場面での英語使用
にねらいを置いた対話活動です。

イ 劇  ス キット

物語や日常のや り取りを劇化 して表現します。全部を英語にすることが難 しい場
合は、日本語が混 じってもかまいません。



9 評 価について

評価に当たっては、外国語活動の目標における以下の3つ の社を基にして様々な手法を利用

しながら統合的に行うことが求められます。

①外国語を通じて、言語や文化について体験的に理解を深める

②外国語を通じて、積極的にコミュニケーシヨンを図ろうとする態度の育成を図る

③外国語を通じて、外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませる

特に、第5学年では、児童の日常生活や学校生活を中心に、友だちとのかかわりを大切にし

た活動等を重点的に評価し、第6学年では、第5学年で培った友だちとのかかわりを大切にし

ながら、国際理解にかかわる活動を評価したい。その際、表現の定着やいわゆるスキルの評価

にならないように注意する必要があります。

評価は、数値による評価は行わないものとし、児童の状況等が把握できるような文書表記が

よいです。

具体的な評価方法としては、教節による行動観察 発 表観察、「英語ノート」の点検、児童に

よる自己評価 相 互評価等があります。児童の発表の仕方や目漂を自ら設定して、教師、児童

同士が評価することも可能です。特に表現の定着までを図る必要はありませんが、活動を通し

たみとりを重視したいものです。授業がティームティーチングで行われる場合には、ネイティ

プ ス ピーカー等の意見も参考にするとよいです。

L は、P 1 6 ・ P 1 7 の

<柱 に基づいた 「英語ノー ト」における評価例>

①外国語を通じて、言語や文化について体験的に理解を深める

世界には様々な数の数え方があることを知ろうとする (5年 L3:行 動観察)

・ALTの 母国や中国、オーストラリアなどの国々の小学校では、どのような教科

が学習されているのかを興味をもって聞こうとする (5年 L8:行 動観察)

アルファベットの文字の形に興味をもち、理解しようとする (6年 Ll:行 動観網

②外国語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図る

作成したオリジナル時間割を積極的に伝えようとする (6年 L8:発 表観察)

・将来つきたい職業について、積極的に相手にたずねたり答えたりする (6年 L9:

行動観察)

プレゼンテーションの楽しさを感得し、多様な表現方法を習得しようとしている

(5年 L8:発 表観察)

③外国語を通して、外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませる

1から10ま での数字を言いながら進んで歌おうとしている (5年L3:行 動観網

・日本語になつた外来語とそのもとの英語の音声の違いに気付き、英語で意識して

発音しようとする (5年 L6:行 動観察)

・世界の時刻を聞いて、今何時かを理解する (6年 L7:行 動観紳

- 1 5 -



10 年 間指導計画

(1)外 国語活動年間指導計画 (例) 第 5学 年 (35時 間)

■
・宝
！
一〓
≡

Ｓ

‥

！
よ

単 元

● SSoIIl
タイ トル

指 導 内 容

第1時    1   第 2時    1   第 3時 第4時

1

世外の 「こんにちはJ

を知ろう
チ別 |ど畜丘

挨拶

|,匿
晋断 名牧

・ 友 だちと候拶をし

作成 した名刺を交換す

る。

使用表現等 Whats y●ur]なrneP/My narr●ls Ken/NItc to rloet you 等

2

ジェスチャーを

しよう

・ 春々な感情や様子を

表す話を知 , そ のジ

ェスチャーをする。

・ 感情や様子を ジ ェ

スチャーを交えて表現

し 伝 える。

使用表現等 Hぃマarc yo■?/rm hⅢ p 等

3
数で遊はう

・ 数を扱ったグこムを

友だちと行う。

使用表現等 HぃマmttyP/卜 ヽ等

4

自已相介をしよう

・ 友だちに好き盛いを

尋ねる。

・ 自分の好きなものを

合めて 自 己紹介する。とが中印
卜!盟摯

モ相
に帰表現等

Do you llke a,plcsP/Ycs,I do/No,I do]t

1 1lke bananas沖防a■k yo■ 等

5

いろいろな国の

衣髪を知ろう

・ 世界には様々な表服

があることを知るとと

もに 衣 服の言い方を

知る。

・ 自分の意見をはっき

り言うこ■の大切さに

気付くとともに 衣服

を買う時の表現を知

る。

・ 好みをはっきり言つ

たり 相 子が気持ちよ

く買い物できるように

声をかける。

● 聞 き手に自分が買つ

たものが正しく仁わる

ように発表する。

使用表現等 I do■■ll■e Sl■● 等

6
外来話を知ろう

・ 外来話とその向来の

話との秀営の違いに気

付き と 煮して発言す

る。

・ 作ったフルーッ ′`

フェを欄介する。

使用表現等 Hrni do yot wantP/M 1。n,Jease等

7
クイズ大会をしよう

・ 友だちと互いに尋ね

たり答えたりして ク

イズ大会を楽しむ。

使用表現等 ■■llat s tLisP/1t'sapぃoil等

8
時間割を作ろう

・ 外 国の力ヽ学校では

どのようなものが学習

されているか知るとと

もに 教 科の言い方を

知る。

・ 教科名や曜 日を扱っ

たケームを積極的にす

る。

● 作成した自分のオリ

ジナル曜日時間割を友

だちに伝える。

● グ ループで作成した

時間割を発表する。

使用表現等 I study JapanoSC等

9

ランチ メニユーを

作ろう

● グループで作成した

スペシャル ラ ンチを

紹介する。

使用表現等 ‐ w■れH7o」ld you ttcP/1'd llte julce等

-16-



|

十   (2)外 国語活動年間指導計画 (例)第 6学 年 (35時 間)

単 元

lleSSon)

タイ トル
指 導 内 容

第 1 時 第2時 第3時 第4 時

1

アルファベットで

遊1まう

● ア ルファベントの大

文字の読み方を知る。

● ア ルファベットの文

字の読み方を開いて

大文字を訟誠する。

・自らアルファベットの

文字を議み 大 文字 と

その読み方 とを一致さ

せる。

使用表現等 What s thisP/1t's～ /A ～Z等

2

いろいろな文字が

あることを姫ろう

・ 世 界の様々な文字に

興味 を持 ち ア ルファ

ベ ットには小文字 もあ

ることを知るとともに

21以上の数字を言う。

● ア ルファベ ットの小

文字に興味を持ち 小

文字を認識する。

● 自 らアルファベ ット

の文字を読み 小 文字

とその読み方 とを一致

させる。

● 身の回りにあるアル

ファベ ッ ト表示に興味

を持 ち,ア ルファベ ヮ

トの大文字 と小文字 と

を書 き写す。

使用表現等 What s thisP/a～ z等

3
カレンダーを作ろう

● 日本の行事や特徴を

確Zし  行 事の行われ

る月の言い方を知る。

・自分の詫生月を言 う。 ● 露生日について ま

とまった話を問いて

その協要を理解する。

・ 自 分や友だちの託生

日につ いて尋 ねた り

答えた りする。

使用表現等 WヽЪ●n is yow,birtllday /My birthdav is March Ⅲrd等

4

できることを

紹介しよう

・ 相手の話を積極的に

開 き 何 がで き 何 が

で きな いか を理 解 す

る。

・ 質 問に答えて 自 分

のできることと で き

ないこととをf云える。

を

の

す

　

一

と

ち

り

　

，

・自
療
療
る。一

弦
ち
け
　
一

”勤雑　一

ち

で

り

療
夢
位
。

ｏ

こ

尋

る

使用表現等
Can yo■swim?/Yos,I(

I can s宙m/1cm tSHh

an/No lcant

D 宰

ｒ
υ

道案内を

しよう

・ 町中にある様々な建

物の言い方に興味を持

ち 理 解する。 :ま景g欝景モf匿酪|を言岳塩観景量撮i:111暑母ユ号ニニユ|ニ
使用表現等

7ヽhere is the aolver shi

Tum ight/1ci/Stop 瞥

〕pr/6o sralght

|

6

行ってみたい日を

紹介しよう

・ 世界には様々な英語

があることを知る。

・ 行 きたい国とその理

由について開き 概 要

を理解する。

・ 行きたい日を尋ねた

り答えたりする。

・ 行きたい目を理由と

ともに言ったり 相 手

の行きたい国と理由と

を理解したりする。

使用表現等 I wantto go to ltaly′し,どs go 等

7

自分の一口を

紹介 しよう

・ 世雰には時差がある

ことを知るとともに

時間についての表現を

知る。

● 先生の一日の生活に

ついて話を聞き,そ の

概要を理解する。

・ 自 分の生活に関する

表 (生活表)を 作成す

る。

・ 作成した生活表をも

とに,自 分の一日を紹

介する。

使月表現等 lthattine do you got IP?十ミ 700/1go 6 bed 等

8

オリジナルの国を

つくろう

・ 世 界には様々な民話

や物語があることを知

り そ れらを興味を持

って開く。

・「大きなかぶJの 面白

さ知け グ ルーブで登

場人物を変え.オ リジ

ナル 「大きなかぶ」を

つくる。

● グ ルーブでオリジナ

ルの物語を創作し 田

の練習をする。

。 オ リジナル吻話を発

表したり、他のグルー

プの発表を四いて理解

したりする。

使用表現等 Picase helP me/WViaど he matter?等

9

将来の夢を

紹介しよう

・ 様々な職案の言い方

を知る。

・ 将来つきたい職奏に

ついて蔵されているこ

とを聞いて理解する。

● 将来つきたい職乗に

ついて,喜 ねたう答え

たりする。

● スピーチ メ モをも

とに 理 由を含め自分

の夢を紹介する。

使用表現等 17nat do沖E wantto j P/1 Wantto be a teachcl等
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11 指 導の展開例

Lesso■1第 二時 「名凍1交換をしよう」 く5年生>

目 標 :友だちと挨拶をし、作成した名刺を交換する。

使う表現:Whats your name?(あなたの名前は何ですか。)
1まKen

過

程

の

児童の活動 学級担任の活動 ALTの 活動

指導上の留意点
教材O評 価の観点(方法)

△国際理解の視点

挨
拶

５

挨拶をする。
Hello  Thant 】 ou

(I'■)8ood/hungry

ello, ever予one

07 are 】Ou? Are 予ou good/hungr予/sieep】?

|
一人ずつ名前を呼ん

で挨拶することによ
り、児童全員が指導者
と1対1で英語で挨拶す
る機会をもてるように
オ スハ

展
開

ｌｏ

【Let's Chant】
COに合わせて'ello

Chantをする。
指名された児童は、

17■加e is～の名前
の部分に名前を人れて
チャンッをする。

1 児 童を2つのグループiこ卵ナ、グループ同士が

毒ね合う形でチヤンツ (注1)を する。名前の部分
は、それぞれの名前を入れてチャンッするよう指示す
る。
Sl l lello  lello  MI nante ts―

S2 1 Hi, Hi  My nane iS ―   NiCe to ■ eet 子oこ

s::ドice t。直eet you,too(鋭ま児童を示す)
2 指 導者は各グループから児童を指名し対話させ
る。
3 ボ ールを児童に手渡し、次々に手渡し対話して
いく。

全体でチャンッを
し、児童が自分の名前
を入れてチャンツをす
る。

児童がボールを次々

続けて渡すよう工夫す
る。

C D

ボール

展

開

５

百ご古t'て五万百亮〒了
~~「

トサ;十!:|:丹|ど:言;単ま::乗孔
|霞ト コル

CDを 聞かせる。   |る よう指示する。

△英語ノートの絵で示
されているように、名
前を伝え合う際には、
互いに目を見ながら自
己紹介することが大切
であることを理解させ
る。

英語ノート

C D

【1さtivit,2】
名刺交換の方法を知

る。

証 筋 百万石ア=万 莉可戸巧石ジして説明す
る。
A:lello

B : H l

A , M】 nane iS io■   Whatis yOur ■ aTe?

B : 村予 nane is Mai

(二人名刺交換する。 )
A/ B : T h a n t〕 。u  S e e  7 0 u

児童2～3名と名刺交換する。

なた鮭義鑑
"も

デモンストレーション
で、互いにしっかり相
手の目を見ながら行
う。
指導者は代表の児

童と名刺交換を行う
際、自信をもたせるよ
う配慮する。
学級担任は、アイコ

ンタクトや声の大きさな
ど、ALTは 発音など
について褒ある。

英語ノート

扇

尉

Д

自己紹介して、名男
の交換をするo
lello        ‐

I】 nane is ―
Than[ 】 oせ

See FOu

名詞の数を数えて、
発表する。
「3枚J miee

児童にやってみるよう告
!する。
Ever予one, stand uP

leadl g。

もらった名刺の数を大げ
さに数える。
Five  l have five

No7 1t S 10ur turn

Sa】 ''Hollo 力 Then 】 ou

saγ your na]e  After

】ou change cards, sa】
"Tha,と

 you "
if 】o■

're finished,

go bact to 予 our seat

何枚名刺をもらったか
尋ねる。
'07 ]a■tt card did 予ou

=e↓? SeIIsel has すive

名刺交換に指導者も
加わり、名前や挨拶が
言いづらそうな児童と
名刺交換する。その
際、児童と二緒に言う
など(自 信をもたせる
よう配慮する。
○自分から進んで相手
と挨拶をし、名刺を交
換する。<観 察>

前時に名
成した名
刺

―-18-―



もらつた名刺を英詩
ノートP91‐貼り、名詞
の数を□に記入する。

ALTの 指示に従つて、

もらった名刺を英語ノート

に姑つて見せる。
し。。と  0【? I haVe ―

's

card

数名の児童を指名し、
名刺についてコメントをす
る。

もらった名刺を英誇
ノートに月占つて見せ、児
童にも貼るよう告げる。

児童が名刺 を府つて

いる南、指導者は児童
に

"Ho7  工
an】  Cards

do  you  haVe?' な

どと尋ねて回り、1対1

でコミュニケーションを

図る機会をもつ。
△名刺交換を通して、

人と人とが知り合い、

親しくなつていく喜びを

実感させる。

挨
拶
５

振り返りをする。 児童の英語を使おうとす
る態度面についてよかつた
ところを言う。

児童の英語についての
よかったところについて

言う。

次時の意欲につな

がるように、具体的に

児童のよかった点を評

価する。
挨拶をする。

Seo ァOu  CoOd―ble

挨拶をする。
See 】oU  G00d―btte

亨章ンツ(注1):リズムに て英語を話す活動。英語特有の音と1 。チ ヤン フI立 ヽに
アマンタヽエウ ″̂ ― [ 本`フ` 本ロロヒロロ″′Ⅲ…。本… Ⅲ … …―一   ― ――

   Ftl用 して正しいストレスとリズム
ことによつて、比較的長い表現もいつの間にか楽しく習得できます。リズムボックスなどをラ

で行うとよいてしよう。短い英語表現を会革形式にして繰り返して用いるとよいです。

くチャンツ例>
・7 ololook,7o'olook/Get uP,get uP/7o'ciook,7o'clock/Get up quiCkty!

Lesso■6 第 3時 「フルーツ・パフェを作
:『↓と、妥署名あフ,レーツ・パフェを作る。昆う窮盤苫告経『]警密1尋こ差塁1絡酔、法す♪

Here you are(はい、どうぞ。)
Thank you(ありがとう。)
You're WOにome(どうしたしまして。)

迪

程

の

児童の活動 学級担任の活動 ALTの 活動

指 導 上 の 留意 点

教材O評 価の観点(方法)

△ 国暉 理 解 の視 点

挨
拶
５

Helio, 1'E

fine/haP,予/

h■■gr7/SieeP予

弁 者二人で児童を分担して
一人一人の児童と挨拶をする。

Hello,い0, aro ェOu?

Are 】ou fine/haPP予/hungr予/SlooP】?

一人一人と挨拶する
ことにより、指導者と1

対1で英語てやり取りす

る機会をもてるよう1こ

する。

復
習

１０

【Let s Chant】
チャンツをする。

丁蚕天物頑万=下 石扇ごながら一緒にチャンツをす

る。

絵カードを見せなが
ら、テンボよくチャンツ
をすることにより、児
童を飽きさせな↓ヽよう
にする。

食べ物絵
カード

展
開

１５

【A c t i v i t 7 1 】
オリジナル フ クレー

ッ パ フェの作り方を
知る。

オリジナル フ ルー

ッ パ フェを作る。

ベアで、互いのパ

フェを紹介し合う。

オリジナル フルーツ パフェを作ることを告げ、

も整笑軽所1年ぱ才房素長ち島電話号好きなものを選

を表アに7舌分み県惚梶9ルとう′くフェを紹介す
る。

厚 盤 よ麟 靴 裾 鱗

たら、互いに自分のパフェを紹介する。

A:This is ltt PaFfait

h:林掛ぎ群税岸現活
P叫
呈
and Stiaマ村errles

次の活動につなげる
ためにパフェを自分で

作らせる。自分のパ

フェを紹介する活動を
通して、既習事項を思
い出させる。
指導者は、実際に

パフェの入れ物絵カー

ド(拡大版)を黒板に

貼り、やり方を示すこ
とにより、児童にやり
方を十分理解させるよ
うにする。

英語ノート

果物絵
カード

パ フ ェの

入れ物絵
カード

巻末絵
カード
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展
開
”

【Activi t】2】
ペアで、店員と客に

分かれ、フルーッパ

フェを作る。
客 :lel19

店員 ,lello,7hat d0

1予Ou 7ant?

客 : S t r a w b e r r i e

S,

p l e a s e

FttEヨ t Jo7 DaII予?
客 :lhree`Pleasさ

F宮遺賢 : Here 】ou are
夕事: Thanと 予。■

ペアになり、互いにフルーッパフェを作り合うよう
に言う。
①ペアになり、英語ノートと、巻末絵カードとを交換
する。
②ペアでそれぞれが、店員と客になる。
③店員は、客に抑hat do子。,7ant?"と尋ね、客は
自分の欲しい果物を

'～
,Please"で答える。

④店員は、要求された巻末絵カードを相手の英語
ノートのパフェの入れ物の絵の上に置く。出来上
がったら客に渡す。
くデモンストレーションの例>
客 :lel10

店員 :lello What d6予。u va■t?
事々 , Peach,Pl■eaFPle and nelo■,Pleas。
店員 :Hclo lou are

(相手の英語ノートの上に、相手の果物カード
を置                   _

いて、とし出す。)
?事 : ]hani you
店員 :IouⅢre 7。l coEe

指導者は、ベアのや
り取りを聞き、うまく行
かない児童に付き一

緒
に発音したりする。

Here 予ou are /
1ou're TelCo■o ",ま
ここで初めて発話にな
るが、これらの表現
は、人と人との関係を
豊かにするものである
ことから、これまでも
様々な場面で意識して
活用することも大切で
す。
○欲しいものを尋ねた
り、答えたりして自分
のフルーッ タ フヾェを
作る。<観 察>

英語での対話の楽し
きを実感させる。

英語ノー

巻末絵
カード

ト

挨
拶

５

振り返りをする。 児童の英語を使おうとす
る態度面についてよかった
ところを言う。

児童の英語についての
よかったところを言う。

次時の意欲につな
がるように、具体的に
児童のよかった点を評

価する。挨拶をする。
See you  Cood―b〕o

挨拶をする。    ~
See lou  Good― br●

挨拶をする。
See FOu  Cood―btte

Lossonl 第2時 「聞こえたアルファベットはどれかな」 <6年 生>
目    標 :アルファベットに興味をもち、アルファベットの読み方を聞いて、アルファベットの大文字を認識する。
使用する表現:A～Zのアルファベットの文字、1～20の 数字

する。
挨
拶

２

復
習

５

Hollo,ho7 are 】 Ou?
Are rOu good/fine/0【/hungry/sleep】?

He1lo,1'■

8ood/fine/

アルファベット
カードを見ながら一矯
に歌う。

ながらアルファベット カ ードを指さす。

【Let's Pla予1 アルファベット

0【/hungr,/slecP】

Letis Sin= ウ 市 輌 五 歌い

グループで巻米大文
字アルファベット
カードを使ってカルタ
取りをする。

セット(A～ Zまで)を用意する。
②グループで机の上にカードを並べ、机の周りに座
る。

簿 ビ惑て叔暴秘労翠蟹就Fd
④最後に、取った枚数を全員で確認する。

児童の活動 学級担任の活動  I   ALTの 活動

・指導上の留意点

O評 価の観点(方法)

を交わすことにより、
授業に始まりを意識さ
せる。

に合わせてカード
を指し示すことによ
り、児童に音と文字を
一致させる。

慣れてきたら、歌う
速さを変えたり、児童
に自分の名前の頭文
字のところて手を叩か
せたり、立たせたりし
て、飽きずに何度も歌
えるようにする。

CD

大文字ア
ル ファベ ッ

ト カード

児童の実態に応じ
て、グループ内での対
抗にしてもよいし、グ
ループ対抗にしてもよ
い。

字 アル ファ
″ミット
カード
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展
開

１５

展
開

”

【Lot s PIa,1】
CDを 聞いて、聞こえ
たアルファベットの文
字や数字を順に線で結
アド 。

英語ノートの 「線つなぎJを することを告げる。
CD、 あるいは指導者が言うアルファペットの文字

の読み方を聞いて、それらを順に線で結ぶように言
う。
指導者は、確認のため、出てきたアルファベット

カードを順に黒板に貼っていく。
No l:JSEAITPNBFGHORIC

カードを指さし聞くc What's this?定 t's"『
"

答え合わせをする。
※No4まで同様に繰り返す。
No3:‖AV7DOZC162N121319U617MF7

つないだものが何を示しているか答えさせる。
平hat's this?  It's a pineapple

答え合わせをする。
※No4も同様に行う。

指導者は、わざと小
さな声で言ったり、速
く言ったりして、児童
かもう一

度聞きたくな
るような場面を設定
し、 "0■oe nOre,

please?""slover?"と
声をかけて、やがて児
童がこれらを自発でき
るようにする。
○アルファベットの文
字の読み方を聞いて、
どの大文字アルファ
ベットかが分かる。<

観察>

英語ノート

CD

大文字ア
ルファベッ
ト カ ード

【Let's PlaF2】
ミッション グ ームを

する。
グループで一列にな
り、指導者が行うアル
ファベットを順に伝えて
いく。最後の児童が、
そのアルファベット
カードを順に黒板に貼
る。

ミッション ゲ ームをする。
①グループて一列になり、最後尾の児童が巻末大文
字アルファベット カ ードを1セット用意する。
②指導者は、各列の先頭の児童に、アルファベット
をいくつか聞かせる。 (児童の実態に応じて、例え
ば、Bj D,Pな ど形のよく似た文字を一度に使うな
ど工夫する。)
③自分のすぐ後ろの児童に、聞き取った順にアルファ
ベットの読みを伝言ゲーム形式で伝えさせる。
④再後尾の児童まで順に伝えさせる。
⑤最後尾の児童に、自分が持っているアルファベッ
ト カ ードから聞いた順にカードを取り出し、順に黒
板に貼らせる。
①答えを確認し合わせる。

形のよく似た文字を
一度に扱うことによ
り、児童のアルファ
ベットの文字の認識を
高めるようにする。例
えば、B/D、P/R、
C/C、 0/e、 E/F/1、
L/T/1、 」/L/T、 立/N/7
など。

大 文 字ア

ル ファペ ッ

ト カ ー ド

挨
拶

３

本時の振り返りをす
る。

主に英語を使おうとする
態度面について評価する。

主に英語を聞いたり、
話したりすることについて
評価する。

次時への意欲につ
ながるように、具体的
なことを取り上げて評

価する。
挨拶をする。

See 予ou  Cood― ble

挨拶をする。
See FOu  Cood― b予o

挨拶をする。
See 】。u  Cood―bye

Lesson3第 1時 「自分の誕生日の英語を知ろう」 く6年生>
目  標 :日本の季節の行事や特徴を伝え、英語での月の言い方
扱う表現 :Uanuary(1月)、February(2月)、Mach(3月 )、Ap百,(4月)、May(5月 )、」uno(6月 )、Juy(7月 )、

Auttst(8月)、September19月)、October、(10月 )、Novemとor(11月 )、December(12月 )

張 イタ`と'つ o

le1lo, IⅢ ■ Hollo,Ho7 are 】Ou?
Are 予ou goed/fine/sl●oPy?fl■e/happy/

hungrF/sleep】

指導者の誕生 日の

行事や特長を知った
月絵カードを見せながら、

り、答えたりする。
「お正月J「 お年玉」
「鏡餅J「 年賀状」
「初請」 「成人式」

<紹介の例> (Hは 担任、
H IM】  birthda, is April

are cherrtt blossoEs,

誕生日を紹介する。
Aは ALl)

9th  ln APiI] there

the enterance

cereコon】

SPring is a beautiful seaso■
― sensel. 平 he3 is lour birthda】 ?

A :147 blithda】  is Januar7 14th  ln JanuarF
Ve

have Nett lear's llay. s● o,, stiing

H:Januar予、他にどんなことがあるかな。
児童の答えに応じて、総カードを提示する。ALT

は、英語で表現できるものは、英語で表現する。

学級担任の活動 O評 価の観点(方法)

挨
拶
５

一　
　
　
　
　
導
入
５

ることを意識させるよう
に、指導者は元気よく
挨拶する。

については、
にとって、最も身近で
ある誕生日から導入す
ることにより、月日の
表現に興味をもたせ
る。

学級担任一人で指
導し、発音に自信がな
い場合は、CDで 月名
を児童に聞かせてもよ
い。

(CD)
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展
開

１５

お 考え|

【Activit予】
英語ノートにある12

つ行事を見て、それら
ド何かを答える。
お祭りやその月特有

つものから、何月かを
筆える。
「12月 」 「2月 J
各月の言い方を知

る。
英語ノート1こある行

事の絵と月を線で結
本。

当然、児童は、英
語での月名は知らない

ため、指導者は、月
絵カードを見せながら
'」

a■uar7?'などと、何

度も月名を聞かせる。

児童に月名を知らせる

大事な場面であるの

で、指導者は意識して

繰り返し何度も児童に

間かせる。
ALTだけでなく、学

級担任も、取り扱う使

用表現の英語は、でき
るだけ繰り返し発者し

て開かせる。

絵カー月

ド

展
開

５

【しet's LIsten】
CDを聞いて、英語

′―卜に国名と月とを

書き入れる。

Hal107ee■

Chilstnas

答えを確認する。

英語ノートを開き、CDを 開いて、それぞれの行事

が何月にどこの国で行われているかを聞き取って、

ノートに記入するよう指示する。
In Aulerica, Hallo7een iS testival in OCtOber

(アメリカでは、ハロウインは10月 に行われるお祭り
です。)
IH China, the NeF lear's Festival is in
February(中 国では、新年のお祭りは2月 に行わ

れます。 )
Christ■as is in DeceDber  l■ Australia,

Christnas is in suttder(クリスマスは12月 に行
われます。オーストラリアではクリスマスは夏にありま
す。)

すぐにCDを 岡かせ |
るのではなく、ノート
にある3つ の行事の様
子を児童に質問しなが
ら紹介することによ

り、CDに 内容を想像
し、興味を起こさせ

る。
△世界には様々な民族
がいて、それそれの行
事を楽しんでいること

を知らせる。

英語ノート

C D

展
開

５

〔Eet's Pia予】
キー ワード ゲー

ムをする。

<キー ワ ード ゲ ーム>
ペアになり、二人の間に泊しゴムを置く。指導者

が発者する語を児童が繰り返す。あらかじめ決めてお
いたキー ワ ードを指導者が発者したら、児童は繰り
返さす無言で消しゴムを取る。早く消しゴムを取った
方が勝ちとなる。

ゲームのやり方をデモンストレーションで示す。
①ペアになり向かい合わせる。
②月の中から1つキー ワ ードを決める。
③例えば、Ia】をキー ワ ードにすると、 「June(指
導者)、 June(児 童)、 手を2日叩く」のパターン
で、12ヶ月からいくつか選びながら繰り返し、指導
者がMa子と言つたら、児童は、繰り返さず無言て消し
ゴムを取る。
④キー ワ ードを替えてゲームを繰り返す。

学級担任が一人で

授業を行う場合は、一

人の児童を前に出し、

月絵カー

ド

展
開

５
　
一
　

挨
拶

５

【Let's Chant】
CDを 聞いて、指導

者と一緒にチャンツを
する。    ‐

CDを かけ、黒板に貝占つた月絵カードを指さしなが
らチャンッする。

児童が償れるまで、
ゆっくり言うようにす
る。

C D

月絵カー

ド

本時の振り返りをす
る。

主に英語を使おうとする
態度面について評価する。

主に英語を聞いたり、
話したりすることについて

評価する。

児童の態度や英語
面についてよかったと
ころを具体的にあげ、
児童に次時の意欲を高
めるようにする。挨拶をする。

See ,ou  Cood―b】e
張拶をする。

See 7o■  6ood―btte
挨拶をする。

See 予ou  Cood―by。
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1 2  ク ラスルーム ・イングリッシュ

あいさつや指示、質問、依頼、激励など、英語の授業等で使われる表現をクラスルーム

イングリッシュと言います。これは、外国語活動の雰囲気作り、また、多用することによ

り、児童が一生懸命に教師の英語を聞こうとする態度を引き出すものになります。

クラスルーム イ ングリシュを用いるときは、普段日本語で児童に話すときと同じよう

に、児童の理解の程度を確かめながら、ゆつくり、はつきり、児童の目をしつかり見て言

うことが大切です。

次に示すのはクラスルーム イ ングリッシュの一例ですが、指示を出す際に用いる場合

は、文頭や文末にpleaseを加えると丁寧な言い回しになります。

<あ いさつ 1(GREETIHeS l)>

① おはようございます。(Good IEO■■ing)

②こんにちは (皆さん)。佃ello/Good arterIIcllたで呼orle)

③元気ですか。今日の調子はどうですか。lHow are you?hw are you tOdayの

④今日は何曜日ですか。l■hat dayris i today9j

⑤今日の天気はどうですか。(Hぃおthe weather ttd守‐ Ifs su皿♪

<あいさつ2(6REETINeS2)>

①今日はこれで終わります。lThars allおr todaノtre're Sniミhed)

②今日の授業は楽しかったですか。lDiF you elllげtOdaゴS dassり

③また次回(来週)会いましょう。(See you nexttlne/11ext weeと)

④さようなら。Gee you/Good‐byo)

<授業開始 (BE61NNlNS CLASS)>

①立ってください。(Stand uP,pleasc)

②座ってください。Gi down,please)

③席に戻ってください。16o back tt your Seat)

④準備はいいですか。lAre wu readyつ

⑤始めましよう。Cers begln/shan we btthり

<ほめる (PRAlSl田6)>

①正解です。CLポ s ight)

②よくできました。(GoKld/Crreat′Goodjobんにn done)

③素晴らしい。いいね。仰略ndettdiaxcellenⅢ/PerFect)

④ (どうも)あ りがとう。ChanlE you lvett lllucD)

⑤ (彼 彼女)にお手しましょう。(Lefs glve lhlmhe3 a big hand)

<基 本表現 (3ASiC CLASSRO側ENeLiS‖)>

①テキストの5ページを開いてください。KOpenyour textb∞k tO page ive)

②これをしつかり見てください。(Look at tllls c智oS■町 )

③手を挙げて (下げて)く ださい。lRalse yOur hands,/Put ycur handsよowェ)

④絵を指差してください。lPomt at the ptture)

⑤静かにしてください。話をやめてください。lBe quiet/Stoptang)

-23-


